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区 　 　 分 予　算　額 前年度増減率
一 般 会 計 632億2,000万円 4.8

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 265億1,611万7,000円 5.2
介 護 保 健 118億2,388万8,000円 7.6
下 水 道 事 業 63億1,878万9,000円 △ 5.4
後 期 高 齢 者 医 療 17億2,848万8,000円 4.3
土 地 取 得 7億4,635万5,000円 △ 10.4
西金野井第二土地区画整理事業 1億9,563万5,000円 △ 6.9
看 護 専 門 学 校 1億4,588万7,000円 △ 7.8

企
業
会
計

病 院 事 業 75億441万5,000円 6.2
水 道 事 業 61億453万7,000円 △ 6.3
総　　　　額 1,243億411万1,000円 3.9

（　）内は、構成比率　　※前年度増減率は、平成 22 年度の当初予算との比較

平成23年度　会計別予算
当初予算総額　1,243億411万1,000円

◦  一般会計（50.9％）
632億2,000万円

◦国民健康保険
　（21.3％）

  ◦介護保険
　（9.5％） 

病院事業（6.0％）
水道事業（4.9％）

看護専門学校（0.1％）

西金野井第二
土地区画整理
事業   （0.2％）

土地取得
（0.6％）

後期高齢者医療
（1.4％）

企業会計（10.9％）
136億895万2千円

特別会計（38.2％）
474億7,515万9千円

◦ 
◦ 

◦ 

◦ 

◦ 
◦ 

◦ 

◦ 

下水道事業
（5.1％）

◦ 

 
平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算
は

　
　
　
　
　

６
３
２
億
２
千
万
円 

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
被
災
地
域
に
対
す
る
支
援
と

　
国
民
生
活
の
安
心
安
全
の
確
保
を
求
め
る
決
議
を
可
決

平
成
23
年
度
一
般

会
計
予
算
を
可
決

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
３
２
億
２

千
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
や
す
ら

ぎ
の
施
策
と
し
て
、
平
成
27
年
度

中
の
完
成
を
目
標
に
、
市
立
病
院

の
再
整
備
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
ヒ
ブ
感
染
症
、
肺
炎
球
菌

感
染
症
、
子
宮
頸け
い

が
ん
の
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　

あ
ん
し
ん
の
施
策
と
し
て
、
防

犯
モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
、
地
域

住
民
と
警
察
等
が
連
携
し
て
犯
罪

の
抑
止
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
消
防
力
の
充
実
・
強
化
を

図
る
た
め
、
高
規
格
救
急
自
動
車

等
を
更
新
整
備
し
ま
す
。

　

に
ぎ
わ
い
の
施
策
と
し
て
、
親

世
帯
近
く
に
住
宅
を
取
得
す
る
子

世
帯
に
商
品
券
を
交
付
し
生
産
年

齢
人
口
の
増
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

早
期
完
成
に
向
け
て
藤
塚
米
島
線

整
備
事
業
、
南
桜
井
駅
周
辺
整
備

事
業
を
進
め
部
分
共
用
し
ま
す
。

　

は
ぐ
く
み
の
施
策
と
し
て
、
小

中
学
校
校
舎
・
体
育
館
の
耐
震
化

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成

24
年
度
中
の
完
成
に
向
け
、
東
中

学
校
校
舎
の
改
築
を
進
め
ま
す
。

　

ゆ
た
か
さ
の
施
策
と
し
て
、
農

業
活
性
化
の
た
め
、
農
業
へ
の
新

規
参
入
者
が
就
農
で
き
る
就
農
直

結
型
の
「
明
日
の
農
業
担
い
手
育

成
塾
」
を
運
営
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
民
活
動
の
拠
点

と
な
る
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
、

東
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施

設
内
に
開
設
し
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
個
人
市
民
税
、
法

人
市
民
税
の
増
収
な
ど
に
よ
り
、

４
・
８
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。　
　

   

【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

討　

論

　

本
市
は
こ
の
５
年
間
で
純
粋
な

借
金
を
大
き
く
減
ら
し
、
国
か
ら

の
財
政
措
置
も
以
前
の
水
準
に
回

復
し
、
平
成
23
年
度
も
同
様
に
推

移
す
る
と
考
え
ま
す
。

　

日
本
経
済
新
聞
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
調
査
で
県
内
最
下
位
と
な
っ
た

こ
と
を
反
省
し
、
積
極
的
な
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
求
め
ま
す
。

　

歳
入
は
、
地
方
交
付
税
と
臨
時

財
政
対
策
債
で
１
１
０
億
円
、
繰

越
金
を
10
億
円
と
し
て
い
ま
す
が
、

地
方
財
政
計
画
や
過
去
の
実
績
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
５
億
円
は
見

込
め
る
と
考
え
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
土
木
費
の
道
路
補

修
に
思
い
切
っ
た
予
算
措
置
を
行

い
、
地
震
の
影
響
に
よ
る
ひ
び
割

財
政
回
復
を
勘
案
し

負
担
の
軽
減
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

求
め
反
対（
日
本
共
産
党
）
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れ
も
含
め
て
要
望
箇
所
に
対
処
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
負

担
が
不
透
明
な
連
続
立
体
交
差
事

業
は
見
直
し
を
決
断
し
、
東
西
交

通
の
代
替
案
を
検
討
す
る
べ
き
で

す
。
ま
た
、
市
営
住
宅
の
入
居
希

望
者
や
被
災
者
が
避
難
す
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
観
点
か
ら
、
住
宅
の

確
保
に
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

民
生
費
で
は
、
市
内
に
な
い
障

害
者
入
所
施
設
や
多
数
の
待
機
者

が
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等

で
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
定
数

を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

ど
も
医
療
費
支
給
事
業
も
、
医
療

費
の
95
％
を
占
め
る
通
院
が
拡
大

さ
れ
ず
県
内
最
低
レ
ベ
ル
で
す
。

こ
ど
も
医
療
費
支
給
事
業
の
立
ち

遅
れ
は
、
若
者
や
子
育
て
世
代
の

定
住
を
阻
害
し
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
税
の
累
積
滞
納
額
が
54
億
円

に
達
し
て
お
り
、
納
税
者
の
実
情

へ
の
配
慮
を
怠
り
、
預
貯
金
や
保

険
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
厳
し
く

行
っ
て
い
ま
す
。
高
い
国
民
健
康

保
険
税
を
引
き
下
げ
、
さ
ら
に
介

護
保
険
料
や
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
繰
出

金
の
増
額
を
求
め
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
費
や
商
工
費
は
、

予
算
が
少
な
く
軽
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
独
自
の
農
業
振
興
策
や
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
、
災
害
へ

の
緊
急
融
資
制
度
を
含
む
予
算
を

求
め
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
学
校
の
耐
震
化

を
一
層
促
進
し
、
さ
ら
に
学
習
環

境
改
善
の
た
め
エ
ア
コ
ン
設
置
を

リ
ー
ス
方
式
な
ど
も
参
考
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

職
員
定
数
は
、
人
口
比
で
全
国

最
低
の
職
員
数
が
組
織
体
制
の
維

持
を
困
難
に
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
き
ま
す
。
増
員
や
勤

務
条
件
の
改
善
を
求
め
ま
す
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
反
対
し
ま
す
。

本
市
の
未
来
を
見
据
え
た

必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の

予
算
に
賛
成（
新
政
の
会
）

　

平
成
23
年
度
予
算
は
、
必
要
な

事
業
に
限
ら
れ
た
財
源
を
、
重
点

的
か
つ
効
率
的
に
予
算
配
分
し
て

い
ま
す
。

　

重
点
施
策
と
し
て
、
や
す
ら
ぎ

の
施
策
で
は
、
市
民
が
待
ち
望
ん

で
い
た
市
立
病
院
の
再
整
備
が
平

成
27
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
地

質
調
査
等
に
着
手
し
ま
す
。
市
民

が
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
や
、
良
質
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
期
待
し
ま
す
。

　

あ
ん
し
ん
の
施
策
で
は
、
防
犯

モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
、
集
中
的

に
犯
罪
の
抑
止
対
策
に
取
り
組
み

ま
す
。
犯
罪
の
な
い
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

に
ぎ
わ
い
の
施
策
で
は
、
将
来

を
見
据
え
て
、
住
宅
を
購
入
す
る

世
帯
を
奨
励
し
て
、
生
産
年
齢
人

口
の
定
着
や
誘
導
を
図
り
人
口
増

に
効
果
的
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
之
堀
川
と
市
役
所
通
り

を
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
は
、

浸
水
対
策
、
都
市
景
観
の
再
生
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
寄
与
で
き
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

藤
塚
米
島
線
整
備
事
業
や
南
桜
井

駅
周
辺
整
備
事
業
で
部
分
供
用
さ

れ
る
こ
と
は
、
地
域
の
活
性
化
が

よ
り
一
層
促
進
さ
れ
る
も
の
で
、

事
業
の
早
期
完
成
を
望
み
ま
す
。

　

は
ぐ
く
み
の
施
策
で
は
、
小
中

学
校
の
耐
震
化
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
東
中
学
校
校
舎
を
平
成
24

年
度
の
完
成
に
向
け
て
改
築
す
る

こ
と
で
、
安
心
・
安
全
な
学
校
づ

く
り
が
一
層
推
進
で
き
ま
す
。
ま

た
、
小
学
校
英
語
教
育
、
理
科
教

育
、
国
語
教
育
な
ど
の
充
実
を
図

り
、
特
色
あ
る
教
育
を
推
進
す
る

こ
と
は
、
地
域
か
ら
誇
り
に
思
え

る
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
寄
与

で
き
る
と
期
待
し
ま
す
。

　

ゆ
た
か
さ
の
施
策
で
は
、
明
日

の
農
業
担
い
手
育
成
塾
を
設
置
し
、

就
農
者
を
育
成
し
ま
す
が
、
新
規

参
入
者
が
就
農
で
き
る
た
め
、
農

業
後
継
者
対
策
と
農
業
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
の
施
策
で
は
、
東
部

地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
内

に
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
ま
す
が
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る

市
民
活
動
の
中
心
的
な
拠
点
と
な

り
、
市
民
活
動
が
一
層
促
進
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
予
算
は
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
投
資
効
果
の
高
い

事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組

み
、
計
画
的
な
予
算
執
行
に
努
め
、

財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
を
強

く
要
望
し
て
、
賛
成
し
ま
す
。

議
員
提
出
議
案

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る

被
災
地
域
に
対
す
る
支
援
と

国
民
生
活
の
安
心
安
全
の

確
保
を
求
め
る
決
議

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
東
北
地
方

を
中
心
に
広
範
な
地
域
で
多
数
の

死
傷
者
や
行
方
不
明
者
を
出
し
、

津
波
に
よ
る
浸
水
、
家
屋
や
公
共

施
設
等
の
建
物
損
壊
、
堤
防
の
決

壊
、
加
え
て
東
京
電
力
福
島
第

一
・
第
二
原
子
力
発
電
所
に
お
け

る
事
故
の
発
生
な
ど
、
未
だ
そ
の

全
容
が
判
明
し
な
い
ほ
ど
極
め
て

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。

　

不
幸
に
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
方

々
に
対
し
ま
し
て
、
哀
悼
の
意
を

捧
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ

た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
震
災
の
影
響
に
よ

り
、
東
北
地
方
は
も
と
よ
り
首
都

圏
に
お
い
て
も
電
力
不
足
を
は
じ

め
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
生
活
全

般
に
わ
た
る
必
要
物
資
の
不
足
な

ど
、
国
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
陥
っ
て

お
り
、
全
て
の
国
民
が
大
き
な
不

安
を
抱
い
た
ま
ま
日
常
生
活
を
送

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

政
府
に
お
か
れ
て
は
す
で
に
全

力
で
被
災
者
の
救
援
と
被
災
地
の

復
旧
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、
関
係

機
関
と
の
協
議
、
調
整
の
も
と
、

持
て
る
人
的
資
源
や
社
会
資
本
の

十
分
な
活
用
も
含
め
て
被
災
者
の

救
援
と
被
災
地
の
復
旧
に
向
け
た

万
全
の
支
援
措
置
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
等

に
関
し
て
も
迅
速
な
対
応
と
正
確

な
情
報
の
提
供
を
行
う
な
ど
国
民

生
活
の
安
心
安
全
を
確
保
さ
れ
る

こ
と
を
強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

平
成
23
年
３
月
18
日

　
　
　
　
　
　
　

春
日
部
市
議
会

【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】




